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(57)【要約】
【課題】　帳票から自動で取得した帳票データの適切性
を向上することができる帳票データ取得システムおよび
帳票データ取得プログラムを提供する。
【解決手段】　情報処理装置は、学習用帳票における属
性の位置関係を学習することによって、帳票における文
字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルー
ルを作成し（Ｓ１２２）、学習用帳票の画像に対する文
字認識の結果における文字列と、学習用帳票に基づいた
学習用帳票データにおける属性との対応付けを実行する
ことによって、帳票における文字列の属性の確率を取得
するための文字列属性モデルを作成し（Ｓ１２３）、帳
票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対し
て、文字列属性モデルを適用して、属性の確率を取得し
、帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列の
、帳票における位置と、属性位置関係ルールとに基づい
て、確率を補正することを特徴とする。
【選択図】　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　帳票に基づいたデータとしての帳票データを、この帳票から自動で取得する帳票データ
取得システムであって、
　帳票における文字列の属性の確率を取得するための文字列属性モデルを作成する文字列
属性学習部と、
　帳票における文字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルールを作成する属
性位置関係学習部と、
　帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対して、前記文字列属性モデルを
適用して、属性の確率を取得する属性確率取得部と、
　帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列の、帳票における位置と、前記属性
位置関係ルールとに基づいて、前記確率を補正する属性確率補正部と
　を備え、
　前記文字列属性学習部は、
　　帳票から事前に作成された前記帳票データとしての学習用帳票データの作成の基にな
った帳票としての学習用帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列と、
　　前記学習用帳票データにおける属性と
　の対応付けを実行することによって、前記文字列属性モデルを作成し、
　前記属性位置関係学習部は、前記学習用帳票における属性の位置関係を学習することに
よって、前記属性位置関係ルールを作成することを特徴とする帳票データ取得システム。
【請求項２】
　前記文字列属性学習部は、前記対応付けの結果において、前記学習用帳票データにおけ
る属性のうちの、項目の値とフォーマットが異なる文字列が存在する場合に、この文字列
がいずれの値に対応するかということにも基づいて、前記文字列属性モデルを作成するこ
とを特徴とする請求項１に記載の帳票データ取得システム。
【請求項３】
　前記対応付けの結果において、前記学習用帳票データにおける属性のうちの、項目の値
とフォーマットが異なる文字列が存在する場合に、前記帳票データにおける値のフォーマ
ットのルールを取得するフォーマット取得部と、
　前記フォーマット取得部によって取得されたルールに基づいて前記帳票データにおける
値のフォーマットを変更するフォーマット変更部と
　を備えることを特徴とする請求項２に記載の帳票データ取得システム。
【請求項４】
　前記文字列属性学習部は、前記学習用帳票データにおける属性のうちの、項目の値に対
応する文字列が前記学習用帳票の画像に対する文字認識の結果に存在するが、この項目の
項目名に対応する文字列がこの文字認識の結果に存在しない項目としての項目名対応文字
列無項目が存在する場合に、前記項目名対応文字列無項目の前記学習用帳票データにおけ
る値に、前記学習用帳票の画像に対する文字認識の結果において対応する文字列との、前
記学習用帳票の画像における位置関係に基づいて、前記項目名対応文字列無項目の項目名
に対応する文字列の候補を探索し、探索によって抽出された前記候補と、この候補に対応
する項目名との類似度に基づいて、この候補の属性が、この項目名であると判定したとき
、この候補がいずれの項目名に対応するかということにも基づいて、前記文字列属性モデ
ルを作成することを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかに記載の帳票データ
取得システム。
【請求項５】
　帳票に存在しない値を算出するための算出式を導き出す算出式導出部と、
　帳票に存在しない値を前記算出式に基づいて算出して前記帳票データに追加する値算出
部と
　を備え、
　前記算出式導出部は、前記学習用帳票の画像に対する文字認識の結果に存在する文字列
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に対応するものが存在しない、前記学習用帳票データにおける属性のうちの、項目の値に
ついて、前記学習用帳票データにおける値のそれぞれの間の関係性を分析して、前記学習
用帳票データにおける他の値からの前記算出式を導き出すことを特徴とする請求項１から
請求項４までのいずれかに記載の帳票データ取得システム。
【請求項６】
　帳票に基づいたデータとしての帳票データを、この帳票から自動で取得するための帳票
データ取得プログラムであって、
　帳票における文字列の属性の確率を取得するための文字列属性モデルを作成する文字列
属性学習部と、
　帳票における文字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルールを作成する属
性位置関係学習部と、
　帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対して、前記文字列属性モデルを
適用して、属性の確率を取得する属性確率取得部と、
　帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列の、帳票における位置と、前記属性
位置関係ルールとに基づいて、前記確率を補正する属性確率補正部と
　をコンピューターに実現させ、
　前記文字列属性学習部は、
　　帳票から事前に作成された前記帳票データとしての学習用帳票データの作成の基にな
った帳票としての学習用帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列と、
　　前記学習用帳票データにおける属性と
　の対応付けを実行することによって、前記文字列属性モデルを作成し、
　前記属性位置関係学習部は、前記学習用帳票における属性の位置関係を学習することに
よって、前記属性位置関係ルールを作成することを特徴とする帳票データ取得プログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帳票に基づいたデータとしての帳票データを、この帳票から自動で取得する
帳票データ取得システムおよび帳票データ取得プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の帳票データ取得システムとして、単語と単語との位置関係と、各単語の属性とに
基づいて単語と単語との関連性を決定するためのルールである関連性決定ルールと、非定
型の帳票に含まれる各単語の、辞書を用いて特定した属性と、帳票における各単語の位置
とに基づいて、各単語の属性を特定するものが知られている（例えば、特許文献１参照。
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１９－０７９４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の帳票データ取得システムにおいては、帳票データを適切に取得す
ることができる帳票が関連性決定ルールおよび辞書によって定まっているので、利用者が
希望する帳票に対して帳票データを適切に取得することができない場合があるという問題
がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、帳票から自動で取得した帳票データの適切性を向上することができ
る帳票データ取得システムおよび帳票データ取得プログラムを提供することを目的とする
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。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の帳票データ取得システムは、帳票に基づいたデータとしての帳票データを、こ
の帳票から自動で取得する帳票データ取得システムであって、帳票における文字列の属性
の確率を取得するための文字列属性モデルを作成する文字列属性学習部と、帳票における
文字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルールを作成する属性位置関係学習
部と、帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対して、前記文字列属性モデ
ルを適用して、属性の確率を取得する属性確率取得部と、帳票の画像に対する文字認識の
結果における文字列の、帳票における位置と、前記属性位置関係ルールとに基づいて、前
記確率を補正する属性確率補正部とを備え、前記文字列属性学習部は、帳票から事前に作
成された前記帳票データとしての学習用帳票データの作成の基になった帳票としての学習
用帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列と、前記学習用帳票データにおける
属性との対応付けを実行することによって、前記文字列属性モデルを作成し、前記属性位
置関係学習部は、前記学習用帳票における属性の位置関係を学習することによって、前記
属性位置関係ルールを作成することを特徴とする。
【０００７】
　この構成により、本発明の帳票データ取得システムは、帳票における文字列の属性の確
率を取得するための文字列属性モデルと、帳票における文字列の属性の位置関係のルール
を示す属性位置関係ルールとを、帳票から事前に作成された帳票データとしての学習用帳
票データと、学習用帳票データの作成の基になった帳票としての学習用帳票の画像に対す
る文字認識の結果における文字列とを用いて学習するので、学習用帳票に適した文字列属
性モデルおよび属性位置関係ルールを得ることができ、その結果、帳票から自動で取得し
た帳票データの適切性を向上することができる。
【０００８】
　本発明の帳票データ取得システムにおいて、前記文字列属性学習部は、前記対応付けの
結果において、前記学習用帳票データにおける属性のうちの、項目の値とフォーマットが
異なる文字列が存在する場合に、この文字列がいずれの値に対応するかということにも基
づいて、前記文字列属性モデルを作成しても良い。
【０００９】
　この構成により、本発明の帳票データ取得システムは、学習用帳票データにおける項目
の値とフォーマットが異なるが、この値に対応する文字列を、項目の値として取得するこ
とができるように文字列属性モデルを作成するので、帳票から自動で取得した帳票データ
の適切性を更に向上することができる。
【００１０】
　本発明の帳票データ取得システムは、前記対応付けの結果において、前記学習用帳票デ
ータにおける属性のうちの、項目の値とフォーマットが異なる文字列が存在する場合に、
前記帳票データにおける値のフォーマットのルールを取得するフォーマット取得部と、前
記フォーマット取得部によって取得されたルールに基づいて前記帳票データにおける値の
フォーマットを変更するフォーマット変更部とを備えても良い。
【００１１】
　この構成により、本発明の帳票データ取得システムは、帳票データにおける項目の値と
フォーマットが異なるが、この値に対応する文字列のフォーマットを、帳票データにおけ
る項目の値のフォーマットに変更するので、帳票から自動で取得した帳票データの適切性
を更に向上することができる。
【００１２】
　本発明の帳票データ取得システムにおいて、前記文字列属性学習部は、前記学習用帳票
データにおける属性のうちの、項目の値に対応する文字列が前記学習用帳票の画像に対す
る文字認識の結果に存在するが、この項目の項目名に対応する文字列がこの文字認識の結
果に存在しない項目としての項目名対応文字列無項目が存在する場合に、前記項目名対応
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文字列無項目の前記学習用帳票データにおける値に、前記学習用帳票の画像に対する文字
認識の結果において対応する文字列との、前記学習用帳票の画像における位置関係に基づ
いて、前記項目名対応文字列無項目の項目名に対応する文字列の候補を探索し、探索によ
って抽出された前記候補と、この候補に対応する項目名との類似度に基づいて、この候補
の属性が、この項目名であると判定したとき、この候補がいずれの項目名に対応するかと
いうことにも基づいて、前記文字列属性モデルを作成しても良い。
【００１３】
　この構成により、本発明の帳票データ取得システムは、学習用帳票データにおける項目
の値に対応する文字列が学習用帳票の画像に対する文字認識の結果に存在するが、この項
目の項目名に対応する文字列がこの文字認識の結果に存在しない項目としての項目名対応
文字列無項目が存在する場合に、項目名対応文字列無項目の学習用帳票データにおける値
に、学習用帳票の画像に対する文字認識の結果において対応する文字列との、学習用帳票
の画像における位置関係に基づいて、項目名対応文字列無項目の項目名に対応する文字列
の候補を探索し、探索によって抽出された候補と、この候補に対応する項目名との類似度
に基づいて、この候補の属性が、この項目名であると判定したとき、この候補がいずれの
項目名に対応するかということにも基づいて、文字列属性モデルを作成するので、帳票か
ら自動で取得した帳票データの適切性を更に向上することができる。
【００１４】
　本発明の帳票データ取得システムは、帳票に存在しない値を算出するための算出式を導
き出す算出式導出部と、帳票に存在しない値を前記算出式に基づいて算出して前記帳票デ
ータに追加する値算出部とを備え、前記算出式導出部は、前記学習用帳票の画像に対する
文字認識の結果に存在する文字列に対応するものが存在しない、前記学習用帳票データに
おける属性のうちの、項目の値について、前記学習用帳票データにおける値のそれぞれの
間の関係性を分析して、前記学習用帳票データにおける他の値からの前記算出式を導き出
しても良い。
【００１５】
　この構成により、本発明の帳票データ取得システムは、学習用帳票の画像に対する文字
認識の結果に存在する文字列に対応するものが存在しない、学習用帳票データにおける値
について、学習用帳票データにおける値のそれぞれの間の関係性を分析して、学習用帳票
データにおける他の値からの算出式を導き出し、導き出した算出式に基づいて、帳票に存
在しない値を帳票データに追加するので、帳票から自動で取得した帳票データの適切性を
更に向上することができる。
【００１６】
　本発明の帳票データ取得プログラムは、帳票に基づいたデータとしての帳票データを、
この帳票から自動で取得するための帳票データ取得プログラムであって、帳票における文
字列の属性の確率を取得するための文字列属性モデルを作成する文字列属性学習部と、帳
票における文字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルールを作成する属性位
置関係学習部と、帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対して、前記文字
列属性モデルを適用して、属性の確率を取得する属性確率取得部と、帳票の画像に対する
文字認識の結果における文字列の、帳票における位置と、前記属性位置関係ルールとに基
づいて、前記確率を補正する属性確率補正部とをコンピューターに実現させ、前記文字列
属性学習部は、帳票から事前に作成された前記帳票データとしての学習用帳票データの作
成の基になった帳票としての学習用帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列と
、前記学習用帳票データにおける属性との対応付けを実行することによって、前記文字列
属性モデルを作成し、前記属性位置関係学習部は、前記学習用帳票における属性の位置関
係を学習することによって、前記属性位置関係ルールを作成することを特徴とする。
【００１７】
　この構成により、本発明の帳票データ取得プログラムを実行するコンピューターは、帳
票における文字列の属性の確率を取得するための文字列属性モデルと、帳票における文字
列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルールとを、帳票から事前に作成された
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帳票データとしての学習用帳票データと、学習用帳票データの作成の基になった帳票とし
ての学習用帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列とを用いて学習するので、
学習用帳票に適した文字列属性モデルおよび属性位置関係ルールを得ることができ、その
結果、帳票から自動で取得した帳票データの適切性を向上することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の帳票データ取得システムおよび帳票データ取得プログラムは、帳票から自動で
取得した帳票データの適切性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施の形態に係る情報処理システムのブロック図である。
【図２】図１に示す情報処理システムによって扱われる帳票の一例を示す図である。
【図３】図１に示す情報処理システムによって扱われる帳票の、図２に示す例とは異なる
一例を示す図である。
【図４】ＭＦＰによって構成される場合の図１に示す画像形成装置のブロック図である。
【図５】図１に示す情報処理装置のブロック図である。
【図６】（ａ）図５に示す学習用データの伝票情報テーブルの一例を示す図である。　（
ｂ）図５に示す学習用データの品目テーブルの一例を示す図である。
【図７】文字列属性モデルおよび属性位置関係ルールを作成する場合の図５に示す情報処
理装置の動作の一部のフローチャートである。
【図８】図７に示すフローチャートの続きのフローチャートである。
【図９】図８に示すフローチャートの続きのフローチャートである。
【図１０】帳票から帳票データを自動で作成する場合の図５に示す情報処理装置の動作の
フローチャートである。
【図１１】文字列属性モデルを適用して判定された、図２に示す帳票に含まれる文字列の
属性の一例を示す図である。
【図１２】属性位置関係ルールを適用して補正された、図２に示す帳票に含まれる文字列
の属性の一例を示す図である。
【図１３】（ａ）図１２に示す属性に基づいて作成された帳票データの伝票情報テーブル
の一例を示す図である。　（ｂ）図１２に示す属性に基づいて作成された帳票データの品
目テーブルの一例を示す図である。
【図１４】（ａ）図２に示す帳票から自動で作成された帳票データの伝票情報テーブルの
一例を示す図である。　（ｂ）図２に示す帳票から自動で作成された帳票データの品目テ
ーブルの一例を示す図である。
【図１５】図１に示す情報処理システムによって扱われる帳票の、図２および図３に示す
例とは異なる一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００２１】
　まず、本発明の一実施の形態に係る情報処理システムの構成について説明する。
【００２２】
　図１は、本実施の形態に係る情報処理システム１０のブロック図である。
【００２３】
　図１に示すように、情報処理システム１０は、例えばＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉ
ｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）などの画像形成装置２０と、例えばＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などのコンピューターとしての情報処理装置３０とを備えている
。
【００２４】
　画像形成装置２０と、情報処理装置３０とは、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔ
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ｗｏｒｋ）などのネットワーク１１を介して通信可能に接続可能である。
【００２５】
　情報処理装置３０は、帳票に基づいたデータとしての帳票データを、この帳票から自動
で取得する帳票データ取得システムである。
【００２６】
　図２および図３は、それぞれ、情報処理システム１０によって扱われる帳票の一例を示
す図である。
【００２７】
　図２および図３のそれぞれに示す帳票は、請求書である。情報処理システム１０によっ
て扱われる請求書は、例えば図２および図３に示すように、例えば請求元によってフォー
マットが異なる。
【００２８】
　図４は、ＭＦＰによって構成される場合の画像形成装置２０のブロック図である。
【００２９】
　図４に示すように、画像形成装置２０は、種々の操作が入力される例えばボタンなどの
入力デバイスである操作部２１と、種々の情報を表示する例えばＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部２２と、用紙などの
記録媒体に画像を印刷する印刷デバイスであるプリンター２３と、原稿から画像を読み取
る読取デバイスであるスキャナー２４と、図示していない外部のファクシミリ装置と公衆
電話回線などの通信回線経由でファックス通信を行うファックスデバイスであるファック
ス通信部２５と、ＬＡＮ、インターネットなどのネットワーク経由で、または、ネットワ
ークを介さずに有線または無線によって直接に、外部の装置と通信を行う通信デバイスで
ある通信部２６と、各種の情報を記憶する例えば半導体メモリー、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄ
ｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの不揮発性の記憶デバイスである記憶部２７と、画像形成装置
２０全体を制御する制御部２８とを備えている。
【００３０】
　制御部２８は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）と、制御部２８のＣＰＵの作業領域として用いられる揮発性の記憶デバイスとし
てのメモリーであるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えてい
る。制御部２８のＣＰＵは、記憶部２７または制御部２８のＲＯＭに記憶されているプロ
グラムを実行する。
【００３１】
　図５は、情報処理装置３０のブロック図である。
【００３２】
　図５に示すように、情報処理装置３０は、種々の操作が入力される例えばキーボード、
マウスなどの操作デバイスである操作部３１と、種々の情報を表示する例えばＬＣＤなど
の表示デバイスである表示部３２と、ＬＡＮ、インターネットなどのネットワーク経由で
、または、ネットワークを介さずに有線または無線によって直接に、外部の装置と通信を
行う通信デバイスである通信部３３と、各種の情報を記憶する例えば半導体メモリー、Ｈ
ＤＤなどの不揮発性の記憶デバイスである記憶部３４と、情報処理装置３０全体を制御す
る制御部３５とを備えている。
【００３３】
　記憶部３４は、帳票に基づいた帳票データを、この帳票から自動で取得するための帳票
データ取得プログラム３４ａを記憶している。帳票データ取得プログラム３４ａは、例え
ば、情報処理装置３０の製造段階で情報処理装置３０にインストールされていても良いし
、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　
Ｄｉｓｋ）、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリーなどの外部
の記憶媒体から情報処理装置３０に追加でインストールされても良いし、ネットワーク上
から情報処理装置３０に追加でインストールされても良い。
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【００３４】
　記憶部３４は、情報処理システム１０によって扱われる帳票から例えば人間が認識して
抜き出すなどして、情報処理システム１０によって扱われる帳票から事前に作成された帳
票データ（以下「学習用帳票データ」という。）を含む学習用データ３４ｂを記憶可能で
ある。学習用データ３４ｂは、複数の帳票の学習用帳票データを含むことが可能である。
【００３５】
　図６は、学習用データ３４ｂの一例を示す図である。
【００３６】
　図６に示す学習用データ３４ｂは、請求書から抜き出されたデータであり、請求書にお
ける基本的な情報を示す図６（ａ）に示す伝票情報テーブルと、請求書における品目の詳
細な情報を示す図６（ｂ）に示す品目テーブルとを備えている。
【００３７】
　図６に示す学習用データ３４ｂにおいて具体的な値が示されているデータは、図２に示
す請求書と、図３に示す請求書とから抜き出されたデータである。図６に示す学習用デー
タ３４ｂにおいて項目「請求書番号」の値が「１２３４－５６７８」であるデータは、図
２に示す請求書から抜き出されたデータであり、図６に示す学習用データ３４ｂにおいて
項目「請求書番号」の値が「１９－９８７６」であるデータは、図３に示す請求書から抜
き出されたデータである。
【００３８】
　伝票情報テーブルにおける項目「請求書番号」、「支払い期限」、「総消費税」に対応
する項目名は、それぞれ、図２に示す請求書において「Ｎｏ」、「お支払い期限」、「消
費税」と表されている。伝票情報テーブルにおける項目「請求元名」、「請求元郵便番号
」、「請求元住所」、「請求先名」、「請求先郵便番号」、「請求先住所」に対応する項
目名は、図２に示す請求書に表れていない。伝票情報テーブルにおける項目「請求元名」
、「請求元郵便番号」、「請求元住所」の値は、それぞれ、図２に示す請求書における右
上側の特定の位置に表れている。伝票情報テーブルにおける項目「請求先名」、「請求先
郵便番号」、「請求先住所」の値は、それぞれ、図２に示す請求書における左上側の特定
の位置に表れている。伝票情報テーブルにおける項目「請求日」、「支払い期限」の値の
日付のフォーマットは、図２に示す請求書における項目「請求日」、「お支払い期限」の
値の日付のフォーマットとは異なる。
【００３９】
　伝票情報テーブルにおける項目「請求書番号」、「請求日」、「支払い期限」、「小計
」、「総消費税」、「合計」に対応する項目名は、それぞれ、図３に示す請求書において
「請求番号」、「発行日」、「支払予定日」、「買上げ額」、「消費税」、「請求額」と
表されている。伝票情報テーブルにおける項目「請求元名」、「請求元郵便番号」、「請
求元住所」、「請求先名」、「請求先郵便番号」、「請求先住所」に対応する項目名は、
図３に示す請求書に表れていない。伝票情報テーブルにおける項目「請求元名」、「請求
元郵便番号」、「請求元住所」の値は、それぞれ、図３に示す請求書における右上側の特
定の位置に表れている。伝票情報テーブルにおける項目「請求先名」、「請求先郵便番号
」、「請求先住所」の値は、それぞれ、図３に示す請求書における左上側の特定の位置に
表れている。伝票情報テーブルにおける項目「請求日」、「支払い期限」の値の日付のフ
ォーマットは、図３に示す請求書における項目「発行日」、「支払予定日」の値の日付の
フォーマットとは異なる。伝票情報テーブルにおける項目「請求元名」、「請求先名」の
値の「株式会社」のフォーマットは、図３に示す請求書におけるフォーマットとは異なる
。
【００４０】
　品目テーブルにおける項目「請求書番号」、「商品名」、「単価」、「価格」に対応す
る項目名は、それぞれ、図２に示す請求書において「Ｎｏ」、「商品」、「単価（円）」
、「価格（円）」と表されている。品目テーブルにおける項目「商品コード」、「消費税
」に対応する項目名は、図２に示す請求書に表れていない。品目テーブルにおける項目「
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商品名」の値は、図２に示す請求書において表の項目「商品」欄のセルにおける右側の値
に対応している。品目テーブルにおける項目「商品コード」の値は、図２に示す請求書に
おいて表の項目「商品」欄のセルにおける左側の値に対応している。品目テーブルにおけ
る項目「消費税」の値は、図２に示す請求書において表れておらず、図２に示す請求書に
おける項目「単価（円）」の値から算出されたものである。
【００４１】
　品目テーブルにおける項目「請求書番号」、「商品名」、「価格」に対応する項目名は
、それぞれ、図３に示す請求書において「請求番号」、「商品名称」、「金額」と表され
ている。
【００４２】
　図５に示すように、記憶部３４は、帳票における文字列の属性の確率を取得するための
文字列属性モデル３４ｃを記憶することができる。
【００４３】
　記憶部３４は、文字列が帳票データにおけるいずれの属性に対応するかを学習するため
の文字列属性学習用データ３４ｄを記憶している。ここで、帳票データにおける属性とし
ては、いずれかの項目の項目名であることと、いずれかの項目の値であることとが存在す
る。
【００４４】
　記憶部３４は、単語の分散表現辞書３４ｅを記憶している。
【００４５】
　記憶部３４は、帳票における文字列の属性の位置関係のルールを示す属性位置関係ルー
ル３４ｆを記憶することができる。
【００４６】
　記憶部３４は、帳票データに存在するが、帳票に存在しない値を算出するための算出式
を示す算出式情報３４ｇを記憶している。
【００４７】
　記憶部３４は、帳票データにおける値のフォーマットのルールを示すフォーマット情報
３４ｈを記憶している。
【００４８】
　制御部３５は、例えば、ＣＰＵと、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯ
Ｍと、制御部３５のＣＰＵの作業領域として用いられる揮発性の記憶デバイスとしてのメ
モリーであるＲＡＭとを備えている。制御部３５のＣＰＵは、記憶部３４または制御部３
５のＲＯＭに記憶されているプログラムを実行する。
【００４９】
　制御部３５は、帳票データ取得プログラム３４ａを実行することによって、文字列属性
モデル３４ｃを作成する文字列属性学習部３５ａと、属性位置関係ルール３４ｆを作成す
る属性位置関係学習部３５ｂと、帳票データにおける値のフォーマットのルールを取得す
るフォーマット取得部３５ｃと、帳票に存在しない値を算出するための算出式を導き出す
算出式導出部３５ｄと、帳票の画像に対する文字認識の結果における文字列に対して、文
字列属性モデル３４ｃを適用して、属性の確率を取得する属性確率取得部３５ｅと、属性
位置関係ルール３４ｆに基づいて文字列に対する属性の確率を補正する属性確率補正部３
５ｆと、帳票に存在しない値を算出して帳票データに追加する値算出部３５ｇと、帳票デ
ータにおける値のフォーマットを変更するフォーマット変更部３５ｈとを実現する。
【００５０】
　次に、情報処理システム１０の動作について説明する。
【００５１】
　まず、文字列属性モデル３４ｃおよび属性位置関係ルール３４ｆを作成する場合の情報
処理装置３０の動作について説明する。
【００５２】
　図７は、文字列属性モデル３４ｃおよび属性位置関係ルール３４ｆを作成する場合の情
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報処理装置３０の動作の一部のフローチャートである。図８は、図７に示すフローチャー
トの続きのフローチャートである。図９は、図８に示すフローチャートの続きのフローチ
ャートである。
【００５３】
　図７～図９に示すように、文字列属性学習部３５ａは、学習用データ３４ｂに学習用帳
票データが含まれる帳票（以下「学習用帳票」という。）のうち未だ対象にしていない１
つの学習用帳票のみを対象にする（Ｓ１０１）。
【００５４】
　文字列属性学習部３５ａは、現在の対象の学習用帳票の画像を取得する（Ｓ１０２）。
例えば、文字列属性学習部３５ａは、現在の対象の学習用帳票の画像を、この学習用帳票
からスキャナー２４によって取得しても良い。
【００５５】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０２の処理の後、Ｓ１０２において取得された、学習
用帳票の画像（以下「学習用帳票画像」という。）において文字認識の対象になる部分の
位置情報をレイアウト認識などの技術を使用して取得する（Ｓ１０３）。ここで、文字列
属性学習部３５ａは、学習用帳票画像において、文字列の部分や、枠部分の位置情報を取
得することができる。文字列属性学習部３５ａは、例えば文書の塊、表、表のセルなどの
ように、順次、文字列になるまで、位置情報を取得する。例えば、文字列属性学習部３５
ａは、いずれの表におけるいずれのセルの文字列であるかや、いずれのセルにおけるいず
れの位置の文字列であるかなど、文字列の位置情報を取得する。
【００５６】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０３の処理の後、学習用帳票画像のうち、Ｓ１０３に
おいて位置情報が取得された文字列の部分に対して、ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａｒ
ａｃｔｅｒ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）技術を使用して文字認識を実行する（Ｓ１０４）
。
【００５７】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０４の処理の後、現在の対象の学習用帳票に対応する
学習用帳票データ（以下「対象学習用帳票データ」という。）を学習用データ３４ｂから
取得する（Ｓ１０５）。ここで、学習用データ３４ｂにおける各テーブルには、それぞれ
、学習用データ３４ｂの作成者の意図が存在するので、各テーブル内のデータ同士の関係
性は高い。そのため、文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０５において対象学習用帳票デー
タを取得する際に、現在の対象の学習用帳票データにおける個々のデータがいずれのテー
ブルのデータであるかについても取得する。
【００５８】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０５の処理の後、Ｓ１０４における文字認識の結果（
以下「文字認識結果」という。）における文字列（以下「認識結果中文字列」という。）
と、対象学習用帳票データにおける項目名（以下「対象学習用帳票データ内項目名」とい
う。）および値（以下「対象学習用帳票データ内値」という。）との対応付けを実行する
（Ｓ１０６）。
【００５９】
　文字列属性学習部３５ａは、文字認識結果に改行が含まれている可能性も考慮して、Ｓ
１０６における対応付けを実行する。例えば、図２に示す請求書および図３に示す請求書
における請求先住所と、図２に示す請求書における請求元住所とには、改行が含まれてい
るが、文字列属性学習部３５ａは、改行の前後の文字列が一連の文字列であると判断して
、Ｓ１０６における対応付けを実行する。
【００６０】
　文字列属性学習部３５ａは、認識結果中文字列と、対象学習用帳票データ内項目名およ
び対象学習用帳票データ内値との間に、文字列のフォーマットの差異が存在することを考
慮して、Ｓ１０６における対応付けを実行する。例えば、対象学習用帳票データにおける
項目「請求日」、「支払い期限」の値の日付のフォーマットは、図２に示す請求書におけ



(11) JP 2021-179747 A 2021.11.18

10

20

30

40

50

るフォーマットと差異があるが、文字列属性学習部３５ａは、同一の日付を意味している
と判断して、Ｓ１０６における対応付けを実行する。また、対象学習用帳票データにおけ
る項目「請求元名」、「請求先名」の値の「株式会社」のフォーマットは、図３に示す請
求書におけるフォーマットと差異があるが、文字列属性学習部３５ａは、同一の株式会社
を意味していると判断して、Ｓ１０６における対応付けを実行する。なお、文字列のフォ
ーマットの差異の種類には、文字列の一部の省略も含まれる。
【００６１】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０６の処理の後、Ｓ１０６における対応付けの結果（
以下「対応付け結果」という。）において、対象学習用帳票データ内値とフォーマットが
異なる認識結果中文字列が存在するか否かを判断する（Ｓ１０７）。
【００６２】
　フォーマット取得部３５ｃは、対象学習用帳票データ内値とフォーマットが異なる認識
結果中文字列が対応付け結果において存在するとＳ１０７において判断されると、対応付
け結果においてフォーマットが異なる対象学習用帳票データ内値および認識結果中文字列
の組み合わせに基づいたフォーマットのルールをフォーマット情報３４ｈに追加する（Ｓ
１０８）。
【００６３】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１０８の処理の後、対象学習用帳票データ内値とフォー
マットが異なる、いずれの認識結果中文字列がいずれの対象学習用帳票データ内項目名の
項目の値に対応するか、すなわち、いずれの対象学習用帳票データ内値に対応するかを、
文字列属性学習用データ３４ｄに追加する（Ｓ１０９）。
【００６４】
　値算出部３５ｇは、対象学習用帳票データ内値とフォーマットが異なる認識結果中文字
列が対応付け結果において存在しないとＳ１０７において判断されるか、Ｓ１０９の処理
が終了すると、認識結果中文字列に対応するものが存在しない対象学習用帳票データ内値
が存在するか否かを判断する（Ｓ１１０）。例えば、小計や、消費税などは、Ｓ１０２に
おいて画像が取得された帳票にそもそも含まれておらず対象学習用帳票データの作成時に
追加される場合がある。すなわち、認識結果中文字列に対応するものが存在しない対象学
習用帳票データ内値が存在する場合がある。
【００６５】
　値算出部３５ｇは、認識結果中文字列に対応するものが存在しない対象学習用帳票デー
タ内値が存在するとＳ１１０において判断すると、認識結果中文字列に対応するものが存
在しない対象学習用帳票データ内値について、学習用帳票データにおける値のそれぞれの
間の関係性を分析して、学習用帳票データにおける他の値からの算出式を導き出す（Ｓ１
１１）。ここで、値算出部３５ｇは、１つの帳票の学習用帳票データにおける値のそれぞ
れの間の関係性を分析して算出式を導き出すよりも、多数の帳票の学習用帳票データにお
ける値のそれぞれの間の関係性を分析して算出式を導き出す方が好ましい。
【００６６】
　値算出部３５ｇは、Ｓ１１１の処理の後、Ｓ１１１において導き出した算出式を算出式
情報３４ｇに追加する（Ｓ１１２）。
【００６７】
　文字列属性学習部３５ａは、認識結果中文字列に対応するものが存在しない対象学習用
帳票データ内値が存在しないとＳ１１０において判断されるか、Ｓ１１２の処理が終了す
ると、対象学習用帳票データにおける項目のうち、対象学習用帳票データ内値に対応する
文字列が文字認識結果に存在するが、対象学習用帳票データ内項目名に対応する文字列が
文字認識結果に存在しないもの（以下「項目名対応文字列無項目」という。）が存在する
か否かを判断する（Ｓ１１３）。
【００６８】
　文字列属性学習部３５ａは、項目名対応文字列無項目が存在するとＳ１１３において判
断すると、項目名対応文字列無項目の対象学習用帳票データ内値に文字認識結果において
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対応する文字列との、学習用帳票画像における位置関係に基づいて、項目名対応文字列無
項目の項目名に対応する文字列の候補（以下「項目名対応文字列候補」という。）を探索
する（Ｓ１１４）。例えば、文字列属性学習部３５ａは、項目名対応文字列無項目の対象
学習用帳票データ内値に文字認識結果において対応する文字列に対して、学習用帳票画像
において水平方向における左側に存在する文字列を文字認識結果において探索するととも
に、学習用帳票画像において垂直方向における上側に存在する文字列を文字認識結果にお
いて探索することによって、探索された文字列を項目名対応文字列候補として抽出する。
【００６９】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１１４の処理の後、Ｓ１１４における探索によって項目
名対応文字列候補が抽出されたか否かを判断する（Ｓ１１５）。
【００７０】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１１４における探索によって項目名対応文字列候補が抽
出されたとＳ１１５において判断すると、Ｓ１１４における探索によって抽出された項目
名対応文字列候補と、この項目名対応文字列候補に対応する項目名との類似度を分散表現
辞書３４ａを使用して判定することによって、Ｓ１１４における探索によって抽出された
項目名対応文字列候補の属性が、この項目名対応文字列候補に対応する項目名であるか否
かを判定する（Ｓ１１６）。
【００７１】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１１６の処理の後、Ｓ１１４における探索によって抽出
された項目名対応文字列候補の属性が、この項目名対応文字列候補に対応する項目名であ
るとＳ１１６において判定されたか否かを判断する（Ｓ１１７）。
【００７２】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１１４における探索によって抽出された項目名対応文字
列候補の属性が、この項目名対応文字列候補に対応する項目名であるとＳ１１６において
判定されたとＳ１１７において判断すると、対象学習用帳票データ内項目名とフォーマッ
トが異なる、いずれの認識結果中文字列がいずれの対象学習用帳票データ内項目名に対応
するかを、文字列属性学習用データ３４ｄに追加する（Ｓ１１８）。
【００７３】
　文字列属性学習部３５ａは、項目名対応文字列無項目が存在しないとＳ１１３において
判断するか、Ｓ１１４における探索によって項目名対応文字列候補が抽出されなかったと
Ｓ１１５において判断するか、Ｓ１１４における探索によって抽出された項目名対応文字
列候補が、この項目名対応文字列候補に対応する項目名であるとＳ１１６において判定さ
れなかったとＳ１１７において判断するか、Ｓ１１８の処理を実行すると、対象学習用帳
票データ内項目名および対象学習用帳票データ内値のいずれにも対応しない認識結果中文
字列、すなわち、属性付けがされていない認識結果中文字列が存在するか否かを判断する
（Ｓ１１９）。
【００７４】
　文字列属性学習部３５ａは、属性付けがされていない認識結果中文字列が存在するとＳ
１１９において判断すると、属性付けがされていない認識結果中文字列を属性が無い文字
列とすることを、文字列属性学習用データ３４ｄに追加する（Ｓ１２０）。
【００７５】
　文字列属性学習部３５ａは、属性付けがされていない認識結果中文字列が存在しないと
Ｓ１１９において判断するか、Ｓ１２０の処理が終了すると、未だ対象にしていない学習
用帳票が存在するか否かを判断する（Ｓ１２１）。
【００７６】
　文字列属性学習部３５ａは、未だ対象にしていない学習用帳票が存在するとＳ１２１に
おいて判断すると、Ｓ１０１の処理を実行する。
【００７７】
　属性位置関係学習部３５ｂは、未だ対象にしていない学習用帳票が存在しないとＳ１２
１において判断されると、全ての学習用帳票における属性の位置関係を学習することによ
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って、属性位置関係ルール３４ｆを作成する（Ｓ１２２）。属性位置関係ルール３４ｆに
は、例えば、属性同士のグループ（以下「属性グループ」という。）内における属性の位
置関係のルールと、属性グループ同士の位置関係のルールとを含んでいる。属性グループ
としては、例えば、帳票において必ず近傍に存在する属性同士のグループと、帳票におい
て必ず水平線上に存在する属性同士のグループと、帳票において必ず垂直線上に存在する
属性同士のグループとが存在する。例えば、属性グループには、請求元名、請求元郵便番
号、請求元住所の３つの属性が存在する、請求元に関する属性グループと、請求先名、請
求先郵便番号、請求先住所の３つの属性が存在する、請求先に関する属性グループとが存
在する。
【００７８】
　属性グループ内における属性の位置関係のルールは、帳票において左もしくは上に出現
する確率を属性毎に求めることによって作成されるルールであり、帳票における属性同士
の上下左右の位置関係のルールである。例えば、請求元に関する属性グループ内において
、請求元名は、帳票において上から１番目に出現する確率が高く、請求元郵便番号は、帳
票において上から２番目に出現する確率が高く、請求元住所は、帳票において上から３番
目に出現する確率が高い。
【００７９】
　属性グループ同士の位置関係のルールは、帳票において左もしくは上に出現する確率を
属性グループ毎に求めることによって作成されるルールであり、帳票における属性グルー
プ同士の上下左右の位置関係のルールである。例えば、請求先に関する属性グループは、
請求元に関する属性グループに対して、帳票において左側に出現する確率が高い。
【００８０】
　文字列属性学習部３５ａは、Ｓ１２２の処理の後、学習用データ３４ｂと、文字列属性
学習用データ３４ｄとに基づいて、ＲＮＮ（Ｒｅｃｕｒｒｅｎｔ　Ｎｅｕｒａｌ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）などを利用して、文字列属性モデル３４ｃを作成して（Ｓ１２３）、図７～図
９に示す動作を終了する。
【００８１】
　次に、帳票から帳票データを自動で作成する場合の情報処理装置３０の動作について説
明する。
【００８２】
　図１０は、帳票から帳票データを自動で作成する場合の情報処理装置３０の動作のフロ
ーチャートである。
【００８３】
　図１０に示すように、属性確率取得部３５ｅは、Ｓ１０２の処理と同様に、対象の帳票
の画像を取得する（Ｓ１３１）。例えば、属性確率取得部３５ｅは、対象の帳票の画像を
、この帳票からスキャナー２４によって取得しても良い。
【００８４】
　属性確率取得部３５ｅは、Ｓ１３１の処理の後、Ｓ１０３の処理と同様に、Ｓ１３１に
おいて取得された、帳票の画像（以下「帳票画像」という。）において文字認識の対象に
なる部分の位置情報をレイアウト認識などの技術を使用して取得する（Ｓ１３２）。
【００８５】
　属性確率取得部３５ｅは、Ｓ１３２の処理の後、Ｓ１０４の処理と同様に、帳票画像の
うち、Ｓ１３２において位置情報が取得された文字列の部分に対して、ＯＣＲ技術を使用
して文字認識を実行する（Ｓ１３３）。
【００８６】
　属性確率取得部３５ｅは、Ｓ１３３の処理の後、Ｓ１３３において文字認識した文字列
に対して、文字列属性モデル３４ｃを適用して、属性の確率を取得する（Ｓ１３４）。
【００８７】
　属性確率補正部３５ｆは、Ｓ１３４の処理の後、Ｓ１３３において文字認識した文字列
の、帳票における位置と、属性位置関係ルール３４ｆとに基づいて、Ｓ１３４において取



(14) JP 2021-179747 A 2021.11.18

10

20

30

40

50

得した確率を補正する（Ｓ１３５）。例えば、属性確率補正部３５ｆは、Ｓ１３３におい
て文字認識した文字列に対して、帳票における位置と、属性位置関係ルール３４ｆとに基
づいて取得した、属性の確率と、Ｓ１３４において取得した、属性の確率とを掛け合わせ
ることによって、最終的な属性の確率を求める。
【００８８】
　属性確率補正部３５ｆは、Ｓ１３５の処理の後、Ｓ１３３において文字認識した文字列
の属性を、Ｓ１３５において補正した確率に基づいて判定することによって、帳票データ
を作成する（Ｓ１３６）。
【００８９】
　値算出部３５ｇは、Ｓ１３６の処理の後、算出式情報３４ｇに算出式が示されているか
否かを判断する（Ｓ１３７）。
【００９０】
　値算出部３５ｇは、算出式情報３４ｇに算出式が示されているとＳ１３７において判断
すると、対象の帳票に存在しない値を、算出式情報３４ｇに示される算出式に基づいて算
出する（Ｓ１３８）。
【００９１】
　値算出部３５ｇは、Ｓ１３８の処理の後、Ｓ１３８において算出した値を、Ｓ１３６に
おいて作成された帳票データに追加する（Ｓ１３９）。
【００９２】
　フォーマット変更部３５ｈは、算出式情報３４ｇに算出式が示されていないとＳ１３７
において判断されるか、Ｓ１３９の処理が終了すると、フォーマット情報３４ｈにフォー
マットのルールが示されているか否かを判断する（Ｓ１４０）。
【００９３】
　フォーマット変更部３５ｈは、フォーマット情報３４ｈにフォーマットのルールが示さ
れているとＳ１４０において判断すると、フォーマット情報３４ｈに示されるルールに基
づいて帳票データにおける値のフォーマットを変更する（Ｓ１４１）。
【００９４】
　フォーマット変更部３５ｈは、フォーマット情報３４ｈにフォーマットのルールが示さ
れていないとＳ１４０において判断するか、Ｓ１４１の処理が終了すると、図１０に示す
動作を終了する。
【００９５】
　図１０に示す動作の具体例として、図２に示す帳票から帳票データを自動で作成する場
合について説明する。
【００９６】
　図１１は、文字列属性モデル３４ｃを適用して判定された、図２に示す帳票に含まれる
文字列の属性の一例を示す図である。図１２は、属性位置関係ルール３４ｆを適用して補
正された、図２に示す帳票に含まれる文字列の属性の一例を示す図である。
【００９７】
　図２に示す帳票から帳票データを自動で作成する場合、Ｓ１３４において取得した確率
に基づいて判定される属性は、例えば、図１１に示すようになる。
【００９８】
　Ｓ１３４の処理の後、Ｓ１３５において補正した確率に基づいて判定される属性は、例
えば、図１２に示すようになる。図１２に示す例では、図１１に示す例と比較して、帳票
における右上側に配置されている、項目「請求先名」の値と判定されていた文字列「株式
会社△△」、項目「請求先郵便番号」の値と判定されていた文字列「〒９８７－６５４３
」、および、項目「請求先住所」の値と判定されていた文字列「神奈川県△△市△区△△
△９－８－７　△△△△６Ｆ」が、それぞれ、項目「請求元名」の値、項目「請求元郵便
番号」の値、および、項目「請求元住所」の値と判定されている。また、帳票における左
上側に配置されている、項目「合計」の項目名と判定されていた文字列「合計（税込）」
、および、項目「合計」の値と判定されていた文字列「￥２６４０」が、それぞれ「属性
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無し」と判定されている。また、帳票における左下側に配置されている、項目「請求書番
号」の値と判定されていた文字列「０００００００」が、「属性無し」と判定されている
。
【００９９】
　図１３（ａ）は、図１２に示す属性に基づいて作成された帳票データの伝票情報テーブ
ルの一例を示す図である。図１３（ｂ）は、図１２に示す属性に基づいて作成された帳票
データの品目テーブルの一例を示す図である。
【０１００】
　図１２に示す属性に基づいてＳ１３６において作成された帳票データは、図１３に示す
ようになる。図１３（ｂ）においては、項目「消費税」の値が入力されていない。
【０１０１】
　図１４（ａ）は、図２に示す帳票から自動で作成された帳票データの伝票情報テーブル
の一例を示す図である。図１４（ｂ）は、図２に示す帳票から自動で作成された帳票デー
タの品目テーブルの一例を示す図である。
【０１０２】
　図１４（ａ）に示す伝票情報テーブルは、図１３（ａ）に示す伝票情報テーブルと比較
して、項目「請求日」、「支払い期限」の値のフォーマットがＳ１４１において変更され
ている。図１４（ｂ）に示す品目テーブルは、図１３（ｂ）に示す品目テーブルと比較し
て、項目「消費税」の値がＳ１３９において追加されている。図１４（ｂ）に示す品目テ
ーブルは、図１３（ｂ）に示す品目テーブルと比較して、項目「価格」の値「１，０００
」のフォーマットがＳ１４１において「１０００」に変更されている。
【０１０３】
　なお、図１０に示す動作によって作成された帳票データは、利用者による確認を経て、
新たな学習用帳票データになることができる。制御部３５は、新たな学習用帳票データに
基づいて図７～図９に示す動作を追加で実行することによって、帳票から自動で作成する
帳票データの精度を向上することができる。
【０１０４】
　以上に説明したように、情報処理装置３０は、学習用帳票データと、学習用帳票の画像
に対する文字認識の結果における文字列とを用いて文字列属性モデル３４ｃおよび属性位
置関係ルール３４ｆを学習する（Ｓ１０１～Ｓ１２３）ので、学習用帳票に適した文字列
属性モデル３４ｃおよび属性位置関係ルール３４ｆを得ることができ、その結果、帳票か
ら自動で取得した帳票データの適切性を向上することができる。
【０１０５】
　情報処理装置３０は、学習用帳票データにおける項目の値とフォーマットが異なるが、
この値に対応する文字列を、項目の値として取得することができるように文字列属性モデ
ル３４ｃを作成する（Ｓ１０９およびＳ１２３）ので、帳票から自動で取得した帳票デー
タの適切性を更に向上することができる。
【０１０６】
　情報処理装置３０は、帳票データにおける項目の値とフォーマットが異なるが、この値
に対応する文字列のフォーマットを、帳票データにおける項目の値のフォーマットに変更
する（Ｓ１４１）ので、帳票から自動で取得した帳票データの適切性を更に向上すること
ができる。
【０１０７】
　情報処理装置３０は、項目名対応文字列無項目が存在する場合に（Ｓ１１３でＹＥＳ）
、項目名対応文字列無項目の学習用帳票データにおける値に、学習用帳票の画像に対する
文字認識の結果において対応する文字列との、学習用帳票の画像における位置関係に基づ
いて、項目名対応文字列無項目の項目名に対応する文字列の項目名対応文字列候補を探索
し（Ｓ１１４）、探索によって抽出された項目名対応文字列候補と、この項目名対応文字
列候補に対応する項目名との類似度に基づいて、この項目名対応文字列候補の属性が、こ
の項目名であると判定したとき（Ｓ１１７でＹＥＳ）、この項目名対応文字列候補がいず
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８およびＳ１２３）ので、帳票から自動で取得した帳票データの適切性を更に向上するこ
とができる。
【０１０８】
　情報処理装置３０は、学習用帳票の画像に対する文字認識の結果に存在する文字列に対
応するものが存在しない、学習用帳票データにおける値について、学習用帳票データにお
ける値のそれぞれの間の関係性を分析して、学習用帳票データにおける他の値からの算出
式を導き出し（Ｓ１１１）、導き出した算出式に基づいて、帳票に存在しない値を帳票デ
ータに追加する（Ｓ１３８～Ｓ１３９）ので、帳票から自動で取得した帳票データの適切
性を更に向上することができる。
【０１０９】
　情報処理装置３０は、学習用帳票および学習用帳票データを用いて文字列属性モデル３
４ｃおよび属性位置関係ルール３４ｆを学習するので、利用者の希望する帳票について学
習用帳票および学習用帳票データが用意されることによって、利用者の希望する帳票から
適切に帳票データを取得することができる。例えば、請求書ではなく図１５に示す健康診
断書から情報処理装置３０に帳票データを取得させる場合、利用者は、学習用帳票として
図１５に示す健康診断書などの健康診断書を用いて、健康診断書用の文字列属性モデルと
、健康診断書用の属性位置関係ルールとを情報処理装置３０に新たに学習させる必要があ
る。
【符号の説明】
【０１１０】
　３０　情報処理装置（帳票データ取得システム、コンピューター）
　３４ａ　帳票データ取得プログラム
　３４ｂ　学習用データ（学習用帳票データ）
　３４ｃ　文字列属性モデル
　３４ｆ　属性位置関係ルール
　３５ａ　文字列属性学習部
　３５ｂ　属性位置関係学習部
　３５ｃ　フォーマット取得部
　３５ｄ　算出式導出部
　３５ｅ　属性確率取得部
　３５ｆ　属性確率補正部
　３５ｇ　値算出部
　３５ｈ　フォーマット変更部



(17) JP 2021-179747 A 2021.11.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 2021-179747 A 2021.11.18

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 2021-179747 A 2021.11.18

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(20) JP 2021-179747 A 2021.11.18

【図１３】 【図１４】

【図１５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

